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徳
富
分
教
会

578

大
四
・
一二
・
二三

志 正

西
村

11
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芳 寺

妙 隆 寺

滝川キリスト福音集会所

世界救世教滝川布教所

江 部 乙 神 社

朝 日 山 光 暁 寺

滝川カトリッ ク教会

H THERAN

滝川聖ヨハネ・ルーテル教会
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滝
川
池
田
文
化
会
館

創
価
学
会

生
長
の
家
空
知
教
化
部

名
称

泉
町
一三
五--一

二三

栄
町
一‒
九‒‒二

六

所

在

地

二
四
―‒七三

七
一

二
四
‒‒六
二
八
一

電

話

森

早
坂

代
表

武
雄

久

者 者

昭
五
・
一
一・
一八

昭
一〇
・
六

設
立
年
月
日

昭二
七・

八
・
二七

昭
五
七・

七

法
人
認
可
年
月
日

㎡
・

床
面
積

も
変
更
し
た

在
地
に
新
築

昭和
五
十
八

七た 築八
三 移年
二 転十
し二

六 名月 考
称現

580

第
十
編
宗

教

立正佼正会滝川法座所

・滝
川
市
各
宗
寺
院
連
合
会

こ
の
連
合
会
結
成
に
つ
い
て
は
記

録
も
見
え
ず
不
明
だ
が、
一
説
に
よ

る
と
大
正
天
皇
崩
御
せら
れ
た
際
、

町
に
お
い
て
哀
悼
の
た
め
の
法
要
を

執
り
行
う
に
あ
た
っ
て
各
寺
院
は
寄

り
集
ま
り
協
議
打
ち
合
わ
せ
の
上、

全
面
的
に
こ
れ
に
協
力
し
合
い、
荘

重
に
し
て
参
列
者
の
心
にし
み
こ
む

雰
囲
気
を
醸
成
で
き
た
こ
と
か
ら
、

各
寺
院
の
連
携
が
強
ま
り
連
合
会
結

成
に
進
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

以
来、

一年
ご
と
に
参
加
八
寺
が
幹
事
を
つ
と
め、
年
間
八
回
の
例
会
を
開

く
中
で、
仏
教
界
が
現
代
社
会
に
お
い
て
果
た
すべ
き
こと
が
ら
な
ど
の
宗
論

を
は
じ
め、
親
睦
会
開
催
な
ど
幅
広
く
そ
し
て
地
道
な
仏
教
弘
道
の
努
力
を
続

け
て
いる
。
昭
和
三
十
一
年
三
月
創
刊
の
「仏
教
だ
よ
り
」
の
発
行
は
最
も
大

切
な
事
業
の
ひと
つ
で
平
成
二
年
八
月
現
在
で
第
七
十
一号
に
達
し
、
毎
年
春

の
彼
岸
と
于
蘭
盆
の
際
に
新
聞
折
り
込
み
で
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
「花
祭
り
」
は、
各
寺
院
から
選
ば
れ
た三
名
ず
つ
の
世
話
人
に
よ
っ

て
結
成
さ
れ
運
営
し
て
い
る
「仏
教
讃
仰
会
」
が
主
催
し
て
い
る
が
当
連
合
会

は
讃
仰
会
と
表
裏
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ

る
。

光
暁
寺

広
徳
寺

連
合
会
加
盟
寺
院願
成
寺

運
海
寺

瑞
光
寺

興
禅
寺

郷
芳
寺

日
勝
寺

備

第
三
節
そ
の
他
の
宗
教
団
体

雄



地

滝
川
市
に
は
開
村
当
時
の
屯
田
兵
や
道
路
開
設
工
事
等
に
散
っ
た
囚
人
を
弔

う
た
め
の
墓
地
が
設
け
ら
れ、
火
葬
場
の
設
備
も
整
え
ら
れ
て
き
た
が、
近
年

に
至
り
焼
失
老
朽
化と
狭
隘
さ
を
克
服
す
る
必
要
性
か
ら
滝
の
川
斎
苑
が
新
設

さ
れ
昭
和
五
十
一
年
六
月
一日
よ
り
使
用
が
始
ま
っ
た
。

現
時
点
に
お
け
る
滝
川
市
に
か
か
わ
る
墓
地
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
が、
火

葬
場
の
施
設
は
滝
の
川
斎
苑
の
み
で
あ
り
滝
川
市
ほ
か
二
町
衛
生
施
設
組
合
に

お
い
て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
。

江
部
乙
墓
地

江
部
乙
村
第
二
墓
地

江
部
乙
町
東
十
二
丁
目
一
一一
八
番
地
一二

江
部
乙
町
東
十
九丁
目
一
八
三
二
番
地
六

年
度 火葬場数 火 炉 数

総総

数 死

死 体体 死死 胎胎 胞 衣

53

1 3

280 234 44

2

54

1 3

308 267 38

一

55

1 0
0 329 277 52 一

56

1 4

328 285 42

1

57

1 4

332 287 45

58

1 4

338 299 39

59

1 4

316 273 42

1

60

1 4

336 293 43.

61

1 4

351 304 45

2

62

1 4

315 282 33

63

1 4

329 298 31 一

〈資料=滝川市ほか2町衛生施設組合)

・
滝
の
川
斎
苑
火
葬
場
使
用
状
況

空
知
太
共
同
墓
地

滝
の
川
斎
苑

滝
川
市
北
滝
の
川
二
〇
二
六
番
地
一

砂川
市
空
知太

第
四
節
墓

第
一
章
神
社
・
寺
院
・
教
会

創価学会 (滝川池田文化会館)

滝 川 斎 苑

使 用

用
種 別

‒‒
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